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と細胞運動能は増加した。インテグリン α6 は癌として悪性度の高い TNBC において高
発現しており、細胞運動能の亢進に密接に関わることが示唆された。
インテグリン α6の制御機構を明らかにするために、機能活性に関与するアミノ酸の絞





































  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、令和 2 年 2 月 27 日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。
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